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【週刊タバコの正体】 

   2026年02月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.63 

(No.853)第5話 人生を大切に 

－ 一度しかない人生をお金と時間をかけて縮める!?... 

   

 左は、ある医学誌で２０１２年に発表された喫煙と寿命の関連を調査し

たグラフです。グラフによると２０歳までに喫煙を開始した人の７０歳で

の生存率は７２％ですが、非喫煙者の生存率が７２％となるのは７８歳で

す。つまり、タバコを吸い続けると８年も寿命が縮まるのです。  

 ２０歳前から１日に２０本、５０年間タバコを吸い続けると、その合計

は３６万５,０００本になります。これで１０年寿命が縮まるとすると、タ

バコ１本では１４.４分、２０本入りのタバコ１箱では、なんと４.８時間

の命を削っていることになります。  

 

 しかも、そのために１箱５８０円もお金をかけているのです。仮に３０

年間、タバコを買い続け吸い続けると６００万円以上も出費して自分の寿

命を数年も縮める事になるのです。  

 

 自分の命を縮めるために何百万円もかける人なんていないでしょうが、

タバコを吸い始めてしまうと結果的に同じ行為をしているようなものなの

です。一度しかない人生を大切に生きるために、タバコは必要ないですよ

ね。  

■Vol.63 

(No.854)第6話 若者のタバコ離れ 

－ ｢タバコを吸わない｣がもっと加速することを期待... 

   

 左のグラフは厚生労働省の国民健康・栄養調査で公表されている男女そ

れぞれの年齢別の喫煙率の変遷を示しています。  

 男性の喫煙率が圧倒的に高いのですが、男女とも全体の喫煙率は低下し

ています。特に男性の低下率は顕著で３５年で半減しました。  

 

 中でも２０歳代の喫煙率が１／３にまで減少していることに注目してく

ださい。平成元年度のグラフは右肩下がりですが、令和５年度のグラフは

４０歳～４９歳をピークにして山型になっているがわかるでしょうか。こ

のことから若い世代のタバコ離れが加速している事が推測されます。そう

思うと年配の喫煙者を見かける事が多いのではないでしょうか。  

 

 タバコを吸い始めるきっかけは好奇心や身近な喫煙者の影響が大きく、

２０歳前後で吸い始めて一生吸い続けるケースがほとんどでしたが、その

傾向が減少してきているわけです。これは、タバコの有害性や不利益など

の知識を持った若者が育って来ている結果でもあると思います。皆さんも

その一人としてタバコを吸い始めないでください。  
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■Vol.63 

(No.855)第7話 ３０年かかる 

－ タバコの健康被害が現れるまでの時間... 

    

 上のグラフは喫煙率と肺がん死亡率の推移を示しています。喫煙を続け

ると肺がんになる確率が高くなるので喫煙率が高いと肺がん死亡率も高く

なるのですが、グラフを良く見てください。喫煙率は１９６５年をピーク

に下がり始めたのに対し死亡率は１９９５年まで上昇し続け、その後下が

り始めています。  

 これは喫煙で肺がんになるまでには時間がかかる事を示しているので

す。つまり肺がんになるまでに３０年近くかかると言うことなので、吸い

始めて１０年や２０年では健康状態に大きな変化はない事が多いのです。

また喫煙が原因で発症するCOPDと呼ばれる肺の病気も下の図のように、年

齢を重ねるごとに悪化し、後年は不自由な生活をすることになります。  

 タバコを吸い始めてもすぐには健康被害を実感することはありせん。し

かし、その事がかえって喫煙を続けさせ、将来的に致命的な病気を発症さ

せるのです。２０歳から吸い始めたとすると５０歳を過ぎた頃から影響が

出てくる事を知っておいてください。  

URL:https://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 
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